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はじめに INDEX

「優良派遣事業者認定制度」は、平成25年度より厚生労働省委託事業である優良派遣

事業者推奨事業によって制度設計・推進・運営されてきた制度です。

平成28年4月1日時点で、168社の事業者が認定を受けております。

この『優良派遣事業者認定制度事例集』は、既に「優良派遣認定」を受けた派遣事業者が、

どのような取り組みによって「優良派遣認定」を受けたのかを知っていただき、これから申

請を検討中の事業者様の準備の参考にしていただくための事例集です。

紹介している企業の事例は、その事業者様の状況に合ったやり方や体制で取り組まれて

おります。取り組みを考える際は、自社の規模・状況に合わせて参考にして下さい。

尚、この事例集と合わせて「優良派遣認定制度テキストブック」も参考にしていただき、申

請までの準備に活用いただけると幸いです。

優良派遣認定取得
企業の事例の活用～

株式会社グロップ

VOICE　認定事業者の声 P.18

認定事業者一覧 P.24

各種連絡先一覧 P.25

1

CASE

1 P.2

経営戦略の面で必要なツールとして
優良派遣事業者認定取得へ動き出した

ヒューコムエンジニアリング株式会社

CASE

2 P.6

県内の派遣会社と差別化を図り
山梨で初の優良派遣事業者認定を取得

UTエイム株式会社

CASE

3 P.10

中期経営計画を実現するために
優良派遣事業者の認定は必然だった

株式会社ワット・コンサルティング

CASE

4 P.14

親会社からの勧めをきっかけに
現場主導で優良派遣事業者認定に取り組んだ
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CASE.1▶株式会社グロップ

2 3

■ 本社所在地：〒703-8247 岡山県岡山市中区さい東町２丁目２－５

株式会社グロップ

優良派遣事業者認定年度　平成28年度

事業内容▶人材派遣／人材紹介／アウトソーシング（ラインソーシング）／テレマーケティング／
メーリングサービス／BPOサービス／教育

拠点▶全国40拠点／海外５拠点
資本金▶8,800万円

●労働者派遣業許可番号 「（派）33-010057」
●有料職業紹介事業許可番号「33-ユ-010063」事業許可番号▶1

経営戦略の面で必要なツールとして
優良派遣事業者認定取得へ動き出した

CASE.

POINT

1 　都道府県や市町村の公共事業を中心

に、認定を受けていない企業は入札に参

加できない案件が増えてきた。そこで、経営戦略の面から

も、一つのツールとして優良派遣事業者認定取得を目指

すことになった。

経営戦略からの取得 POINT

2 　管理部門、システム部門、営業部門など

各部署から約10名を選抜してプロジェ

クトチームを結成。お互いに問題を提起し、共有すること

によって、審査項目の準備にあたった。

バランスの良い体制

POINT

3 　プロジェクトチームと現場との間で、少

なからず衝突はあったものの、一つひと

つ丁寧に説明していくことによって、現場からの理解を得

ていった。

現場浸透 POINT

4 　もともと、キャリアカウンセラーの資格
を持つ社員が少なかったこともあり、キャ
リア教育には課題があった。そのため、管

理部門の担当者が教育や指導をし、現場で実践されてい
るかどうかを確認していった。

キャリア形成支援システム化

　今回、弊社で優良派遣事業者認定を取得することになったのは、派遣

事業の入札案件に、優良派遣事業者認定を取得していないと参加できな

いことが、今後益々増えていくと考えたからです。弊社は全国に事業所を

展開しており、都道府県や市町村からも仕事を受注しています。そうした

公共事業では、優良派遣事業者認定を入札の条件とするケースが増えて

いるのが実情です。優良派遣事業者認定を受けているだけで、仕事が受

注しやすくなるのであれば、一つのツールとして必要であると判断しまし

た。

　又、弊社は岡山県に本社を置いていますが、全国の同規模の派遣会社

を見渡したところ、多くの派遣会社が優良派遣事業者の認定を受けてい

ます。そうした中で、派遣先企業や派遣スタッフから見ても、安心感を持っ

ていただけるのであれば、認定取得が必要だと考えました。

優良派遣認定取得は安心のあかし

　組織体制の準備を進めるにあたって、まず各部署で協力体制を敷くこと

が重要であるとの観点から、プロジェクトチームを発足。各部署から選抜

された約10名が参加することになりました。

　システム関連で最も苦労したのは、これまで紙ベースで保存していた情

報をデータ化することです。例えば、クライアント先に訪問してヒアリング

した内容や派遣スタッフと面談して確認した内容は、社員各自が紙ベース

で保存していました。しかし、そのままでは、重要な情報を共有できません。

全社員に声をかけ、情報を提供してもらい、一つずつデータ化していきまし

た。

　認定項目の「派遣先へのサービス提供に関する基準」については、弊社

の場合、全国の事業所に営業部があり、それぞれが独自のツールを使用し

ていたのです。それを一本化することが必要となりましたが、各事業所との

調整に苦慮しました。

　又、プロジェクトチームが中心になって動いていたとはいえ、優良派遣事

業者認定を受けるためには、会社全体を巻き込まなければなりません。社

内の各部署にエビデンスができているかどうか確認を取らなければいけ

ないこともありました。

　他にも、認定項目の中で、弊社でできていることと、できていないことを

判別。洗い出しをしたところ、労働者派遣法が改正され、キャリア教育や雇

用安定措置について、弊社では出遅れていたところもあり、それを改善する

必要がありました。そこで、専門部署から方針を打ち出してもらったり、各拠

点から現場の意見も抽出してもらいましたが、専門部署と現場との意見交

換は、一度や二度では終わりません。何度も話し合いを進めていき、問題点

を明確にしていきました。

認定取得に向けてプロジェクトチームを発足

株式会社グロップ
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　優良派遣事業者認定には、訪問審査があります。私たちも前日まで、「本

当にこれで大丈夫だろうか？」とバタバタしていました。というのも、もし不

備があった場合は、それまで１年以上かけて準備を進めてきたことが、たっ

た１日の訪問審査で水泡に帰してしまうからです。認定基準チェック項目を

何度も読み返しましたが、私たちの解釈で合っているのかどうか不安な部

分もありました。そのため、直前までメンバー間で確認作業を行っていまし

たが、審査では落ち着いて対応ができましたし、質問いただいたことにも

スムーズに答えることができたので、手応えは感じていました。

　優良派遣事業者の認定は取得しましたが、これでやっと、ライバル企業

に肩を並べることができたと感じています。というのも、弊社の競合他社

はすでに取得している企業が多く、クライアント先に出向いても「御社も

やっと優良派遣事業者認定を受けたのですね」と言われることがあったか

らです。弊社が派遣スタッフのマッチングやクライアントへのサービス面で

他社に劣っていると感じたことはありませんが、優良派遣事業者認定を取

得したことで、今まで以上に、自信を持って営業に出向くことができると感

じています。

　派遣スタッフの目線で考えると、安心して登録ができるのではないでしょ

うか。現在、派遣会社や人材サービス会社は全国に数え切れないほどある

状況です。そのため、初めて登録に来られる求職者の中には、不安を抱えて

いる人もいるかもしれません。弊社では優良派遣事業者認定書のコピーを

派遣スタッフが面談の際に訪れるブースや来客スペースに掲示しています。

又、ホームページのトップ画面にも優良派遣事業者として認定されたこと

を掲出しました。さらに、名刺にも認定マークを入れていますので、派遣登

録に来るスタッフの方々には、安心して登録していただけるようになったと

思います。

　他にも、優良派遣事業者認定取得によって、大きな効果が出ました。それ

は、社内のデータが統一されたことです。これまで、派遣スタッフへの対応

や派遣先企業への訪問についてのマニュアルはありましたが、それは別々

に作成したもので、マニュアルでありながら、ある部分に関しては書いてあ

ることが違うケースもありました。それを一つにまとめたことによって、社員

全員が同じ目的を持って仕事に励むことができるようになっています。

　又、これまで１人の派遣スタッフに対しては、１人の営業しか管理ができて

いませんでした。しかし、社内で共有システムが構築されたことによって、手

厚いフォローができるようになったことは、この取り組みのおかけだと思い

ます。

訪問審査直前まで確認を繰り返し
当日は落ち着いて対応することができた

　優良派遣事業者の認定を受けようと考えている企業は、今後更に増える

ことでしょう。しかし、背伸びをして無理をして取得する必要はないと思い

ます。現在、各企業で取り組まれていることを土台として、少しずつ積み重

ねていくことが重要ではないでしょうか。

　現在、人材サービスを事業としている企業であれば、優良派遣事業者認

定取得の審査項目のうち、７割から８割は満たしているはずです。しかし、

いざ審査項目を目の前にすると、不安に陥るかもしれません。まずは自社

の取り組みをもう一度分析し直して、審査基準を満たしていない部分を洗

い出し、その改善に努めることが必要だと思います。

　以前は「派遣切り」などという言葉もあり、今でも派遣業界に対して後向

きなイメージを持っている企業や労働者もいるかもしれません。しかし、優

良派遣事業者として認定されている企業が増えることによって、適正に運

営していることがアピールできるでしょうし、派遣業界全体のイメージも向

上できると思います。

　今回、弊社は優良派遣事業者の認定を受けることができましたが、それ

で終わりにしてはいけないと考えています。それは、３年後には更新がある

からです。認定を受けるために高いハードルをクリアしてきましたが、それ

を維持し、社員の意識をさらに高めていき、クライアントや派遣スタッフの

皆さんにより良いサービスを提供することが重要だと感じています。

人材サービスを事業としている企業ならば
審査項目のうち７割か８割は満たしている

　キャリア教育については、労働者派遣法でも定められており、弊社だけ

ではなく、どの派遣企業も苦戦していると思います。それは、先の派遣法改

正で派遣スタッフに教育を受けさせることやキャリア形成支援のヒアリン

グをしていくことが求められているからです。弊社でも常に行っていました

が、優良派遣事業者認定を受けるために、改めて見直す必要がありました。

　弊社にはキャリアカウンセリングの資格を持つ社員が少なかったことも

あり、キャリアカウンセリングについての共通認識や基礎教育に課題が

あったと思います。そこで、管理部門の担当者が教育や指導をし、現場で実

践されているかどうかを確認。管理部門から指導したことに対し、現場から

は戸惑いの声もありましたが、一つひとつ丁寧に説明することによって、

徐々に納得してもらうことができました。又、社内監査体制の確立や社内教

育は定期的に行っていました。しかしその記録が1カ所に保存されてな

かったのです。そのため、すべての記録をまとめることには苦労しました。

課題となっていたキャリア教育について
管理部門が中心となって現場に浸透させていった

カウンセリングを実施したり、担当の営業が面談をしたうえで、派遣先企業

にそのスタッフの評価を聞いて、正社員としての雇用ができるのかどうかを

確認します。もし、正社員としての雇用が可能であるならば、積極的にご案

内をしていました。

一方、正社員としての雇用がなかったり、可能性が低い場合には、正社員に

なることができる派遣先を紹介するなど、キャリアチェンジをアドバイスす

ることもしています。ですから、この項目については、かなり早い段階でクリ

アできていたのではないでしょうか。

　審査項目の中には、「派遣社員の賃金決定は、派遣先社員の賃金水準と

の均衡を考慮する」というものがあります。そこで、弊社では派遣先企業の

正社員の賃金を聞いたり、ホームページや広告媒体に出ている求人情報の

賃金を調べました。基本的に、弊社ではその金額を上回る時給設定をして

いたため、均衡は図ることができていたと思います。その他にも、弊社では

交通費も支給していました。そうしたことからも、派遣企業としての基本的

な取り組みはできていたと思います。

　又、優良派遣事業者認定を目指す企業の多くは、派遣社員が派遣先企業

で正社員となることに対する取り組みにおいて、苦戦していると聞きまし

た。弊社では、派遣社員から正社員になりたいスタッフがいた場合、キャリア

賃金水準の考慮など派遣企業としての
基本的な取り組みはできていた

株式会社グロップ
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　優良派遣事業者認定には、訪問審査があります。私たちも前日まで、「本

当にこれで大丈夫だろうか？」とバタバタしていました。というのも、もし不

備があった場合は、それまで１年以上かけて準備を進めてきたことが、たっ

た１日の訪問審査で水泡に帰してしまうからです。認定基準チェック項目を

何度も読み返しましたが、私たちの解釈で合っているのかどうか不安な部

分もありました。そのため、直前までメンバー間で確認作業を行っていまし

たが、審査では落ち着いて対応ができましたし、質問いただいたことにも

スムーズに答えることができたので、手応えは感じていました。

　優良派遣事業者の認定は取得しましたが、これでやっと、ライバル企業

に肩を並べることができたと感じています。というのも、弊社の競合他社

はすでに取得している企業が多く、クライアント先に出向いても「御社も

やっと優良派遣事業者認定を受けたのですね」と言われることがあったか

らです。弊社が派遣スタッフのマッチングやクライアントへのサービス面で

他社に劣っていると感じたことはありませんが、優良派遣事業者認定を取

得したことで、今まで以上に、自信を持って営業に出向くことができると感

じています。

　派遣スタッフの目線で考えると、安心して登録ができるのではないでしょ

うか。現在、派遣会社や人材サービス会社は全国に数え切れないほどある

状況です。そのため、初めて登録に来られる求職者の中には、不安を抱えて

いる人もいるかもしれません。弊社では優良派遣事業者認定書のコピーを

派遣スタッフが面談の際に訪れるブースや来客スペースに掲示しています。

又、ホームページのトップ画面にも優良派遣事業者として認定されたこと

を掲出しました。さらに、名刺にも認定マークを入れていますので、派遣登

録に来るスタッフの方々には、安心して登録していただけるようになったと

思います。

　他にも、優良派遣事業者認定取得によって、大きな効果が出ました。それ

は、社内のデータが統一されたことです。これまで、派遣スタッフへの対応

や派遣先企業への訪問についてのマニュアルはありましたが、それは別々

に作成したもので、マニュアルでありながら、ある部分に関しては書いてあ

ることが違うケースもありました。それを一つにまとめたことによって、社員

全員が同じ目的を持って仕事に励むことができるようになっています。

　又、これまで１人の派遣スタッフに対しては、１人の営業しか管理ができて

いませんでした。しかし、社内で共有システムが構築されたことによって、手

厚いフォローができるようになったことは、この取り組みのおかけだと思い

ます。

訪問審査直前まで確認を繰り返し
当日は落ち着いて対応することができた

　優良派遣事業者の認定を受けようと考えている企業は、今後更に増える

ことでしょう。しかし、背伸びをして無理をして取得する必要はないと思い

ます。現在、各企業で取り組まれていることを土台として、少しずつ積み重

ねていくことが重要ではないでしょうか。

　現在、人材サービスを事業としている企業であれば、優良派遣事業者認

定取得の審査項目のうち、７割から８割は満たしているはずです。しかし、

いざ審査項目を目の前にすると、不安に陥るかもしれません。まずは自社

の取り組みをもう一度分析し直して、審査基準を満たしていない部分を洗

い出し、その改善に努めることが必要だと思います。

　以前は「派遣切り」などという言葉もあり、今でも派遣業界に対して後向

きなイメージを持っている企業や労働者もいるかもしれません。しかし、優

良派遣事業者として認定されている企業が増えることによって、適正に運

営していることがアピールできるでしょうし、派遣業界全体のイメージも向

上できると思います。

　今回、弊社は優良派遣事業者の認定を受けることができましたが、それ

で終わりにしてはいけないと考えています。それは、３年後には更新がある

からです。認定を受けるために高いハードルをクリアしてきましたが、それ

を維持し、社員の意識をさらに高めていき、クライアントや派遣スタッフの

皆さんにより良いサービスを提供することが重要だと感じています。

人材サービスを事業としている企業ならば
審査項目のうち７割か８割は満たしている

　キャリア教育については、労働者派遣法でも定められており、弊社だけ

ではなく、どの派遣企業も苦戦していると思います。それは、先の派遣法改

正で派遣スタッフに教育を受けさせることやキャリア形成支援のヒアリン

グをしていくことが求められているからです。弊社でも常に行っていました

が、優良派遣事業者認定を受けるために、改めて見直す必要がありました。

　弊社にはキャリアカウンセリングの資格を持つ社員が少なかったことも

あり、キャリアカウンセリングについての共通認識や基礎教育に課題が

あったと思います。そこで、管理部門の担当者が教育や指導をし、現場で実

践されているかどうかを確認。管理部門から指導したことに対し、現場から

は戸惑いの声もありましたが、一つひとつ丁寧に説明することによって、

徐々に納得してもらうことができました。又、社内監査体制の確立や社内教

育は定期的に行っていました。しかしその記録が1カ所に保存されてな

かったのです。そのため、すべての記録をまとめることには苦労しました。

課題となっていたキャリア教育について
管理部門が中心となって現場に浸透させていった

カウンセリングを実施したり、担当の営業が面談をしたうえで、派遣先企業

にそのスタッフの評価を聞いて、正社員としての雇用ができるのかどうかを

確認します。もし、正社員としての雇用が可能であるならば、積極的にご案

内をしていました。

一方、正社員としての雇用がなかったり、可能性が低い場合には、正社員に

なることができる派遣先を紹介するなど、キャリアチェンジをアドバイスす

ることもしています。ですから、この項目については、かなり早い段階でクリ

アできていたのではないでしょうか。

　審査項目の中には、「派遣社員の賃金決定は、派遣先社員の賃金水準と

の均衡を考慮する」というものがあります。そこで、弊社では派遣先企業の

正社員の賃金を聞いたり、ホームページや広告媒体に出ている求人情報の

賃金を調べました。基本的に、弊社ではその金額を上回る時給設定をして

いたため、均衡は図ることができていたと思います。その他にも、弊社では

交通費も支給していました。そうしたことからも、派遣企業としての基本的

な取り組みはできていたと思います。

　又、優良派遣事業者認定を目指す企業の多くは、派遣社員が派遣先企業

で正社員となることに対する取り組みにおいて、苦戦していると聞きまし

た。弊社では、派遣社員から正社員になりたいスタッフがいた場合、キャリア

賃金水準の考慮など派遣企業としての
基本的な取り組みはできていた

株式会社グロップ
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■ 本社所在地：〒400-0334 山梨県南アルプス市藤田2541-1

ヒューコムエンジニアリング株式会社

優良派遣事業者認定年度　平成28年度

事業内容▶労働者派遣事業／有料職業紹介事業
拠点▶全国２拠点
資本金▶2,000万円
 ●労働者派遣事業許可番号「（派）19-300001」

●有料職業紹介事業許可番号「19 -ユ- 300006」事業許可番号▶2
県内の派遣会社と差別化を図り
山梨で初の優良派遣事業者認定を取得

CASE.

POINT

1 　企業規模が小さいからこそ、情報の共

有は口頭になりがち。優良派遣事業者認

定には、エビデンスを残すことが求められるため、従業員

の意識改革が必要となった。

少人数規模ゆえの苦労 POINT

2 　就業前の心得や安全教育は行っていた

ものの、キャリアアップ研修に関しては経

験値が不足していた。そこで、専門家の講師を招いて、コ

ミュニケーションに関する研修を初めて行った。

教育研修の充実

POINT

3 　山梨県に拠点を置く同社では、積極的

にテレビＣＭを流しているが、そこに優良

派遣事業者認定を受けたことを入れ、営業先や求職者に

もロードサイドの看板にも掲載。

認定取得の有効活用 POINT

4 　地域に根ざした同社では、地産地生を

ビジョンとして揚げている。認定取得は実

現のために欠かせない手段であった。

ビジョン実現の手段

　弊社の社長が業界団体で活動していたこともあり、こうした認定制度に

は積極的に取り組むべきだと考え、優良派遣事業者認定取得に向けて動

き出すことにしました。又、弊社は山梨県を拠点にして事業を展開している

企業です。山梨県内で最初に優良派遣事業者の認定を受けることによっ

て、県内に何百社もある派遣会社との差別化を図ることができますし、こ

の事業の普及にも貢献できると考えました。さらに、全社員が一丸となって

こうした取り組みをすることによって、もう一度、初心に戻って仕事に励むこ

とができれば、それに越したことはありません。そのいい機会だと捉えてい

ました。

　ただし、実際に取得に向けて動き出してみると、新たな発見もありまし

た。それは、日々の仕事の中で、社員全員による情報共有ができていなかっ

たことです。弊社はそれほど大きな規模で事業を展開している企業ではあ

りません。そのため、エビデンスを残すよりも、口頭での報告が中心となっ

ていました。しかし、優良派遣事業者認定の項目では、文字やデータによっ

て記録を残していくことが求められています。

　実は、エビデンスを残すことや情報共有の部分で課題があることは分

かっていながら、初年度から見切り発車のような形で挑戦しましたが、やは

り準備不足は否めず、辞退することにしました。そのため、２年目は課題も

はっきりと分かったので、業務全般を見直しながら、しっかりと準備を進め

ることができました。

優良派遣事業者認定を受けるための取り組みによって
全社員が一丸となった

　営業担当者は現場にも出て循環視察をしています。その際にも問題は発

生するのですが、ほとんどその場その場で解決していたので、それっきりに

してしまい、記録を残したりデータベースによって管理するようなことはし

ていませんでした。今回の認定取得をきっかけに、データ化を進めることに

しましたが、一つひとつ記憶を呼び起こしていく必要があり、かなり大変な

作業となりました。

　しかし、これがエビデンスを残す意義を感じるいい機会になったと思い

ます。どこの現場でも同じような問題は起きているはずですが、その対処

の仕方が各現場で違うことになると、後々、トラブルとなることも考えられ

ます。すべての現場で責任者が同じ対処の仕方をすることが理想ですし、

エビデンスを残すことによって、問題が起こる前に対処することもできるは

ずです。マニュアルを作成していくうえでも、エビデンスを残していくことは

重要だと感じました。

エビデンスを残すことは問題の再発防止にもつながる
その重要性に気づいた

　この優良派遣事業者認定に向けて、私たちは３人でチームを結成。事業

体担当、キャリア形成とフォローアップの担当、派遣先企業の担当に役割を

分担しました。その中でも、キャリア形成とフォローアップは審査項目が最

も多いので、大変苦労しました。

　その中で、弊社の取り組みとして間違っていなかったと感じたものもあり

ました。キャリア形成とフォローアップの項目には、「派遣社員のキャリア形

成と処遇向上に関する基準」があり、正社員希望者への対応が求められて

います。弊社では以前から派遣スタッフと面談した際に、正社員となること

を希望するかどうかを確認。そこで聞き取りをしたことは記録として残して、

それをもとに派遣先企業と交渉していたのです。又、正社員となることを希

望する派遣スタッフに対しては、派遣先企業からの要望などを伝え、改善点

を指導してきました。その成果もあり、弊社では過去５年間で約30名が派

遣先企業で正社員として働いています。こうした実績もあったことから、正

社員希望者への対応については、自信を持って臨むことができました。

キャリア形成とフォローアップでは
これまでの取り組みが間違っていなかったと自信を持って臨めた

ヒューコムンエンジニアリング株式会社
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■ 本社所在地：〒400-0334 山梨県南アルプス市藤田2541-1

ヒューコムエンジニアリング株式会社

優良派遣事業者認定年度　平成28年度

事業内容▶労働者派遣事業／有料職業紹介事業
拠点▶全国２拠点
資本金▶2,000万円
 ●労働者派遣事業許可番号「（派）19-300001」

●有料職業紹介事業許可番号「19 -ユ- 300006」事業許可番号▶2
県内の派遣会社と差別化を図り
山梨で初の優良派遣事業者認定を取得

CASE.

POINT

1 　企業規模が小さいからこそ、情報の共

有は口頭になりがち。優良派遣事業者認

定には、エビデンスを残すことが求められるため、従業員

の意識改革が必要となった。

少人数規模ゆえの苦労 POINT

2 　就業前の心得や安全教育は行っていた

ものの、キャリアアップ研修に関しては経

験値が不足していた。そこで、専門家の講師を招いて、コ

ミュニケーションに関する研修を初めて行った。

教育研修の充実

POINT

3 　山梨県に拠点を置く同社では、積極的

にテレビＣＭを流しているが、そこに優良

派遣事業者認定を受けたことを入れ、営業先や求職者に

もロードサイドの看板にも掲載。

認定取得の有効活用 POINT

4 　地域に根ざした同社では、地産地生を

ビジョンとして揚げている。認定取得は実

現のために欠かせない手段であった。

ビジョン実現の手段

　弊社の社長が業界団体で活動していたこともあり、こうした認定制度に

は積極的に取り組むべきだと考え、優良派遣事業者認定取得に向けて動

き出すことにしました。又、弊社は山梨県を拠点にして事業を展開している

企業です。山梨県内で最初に優良派遣事業者の認定を受けることによっ

て、県内に何百社もある派遣会社との差別化を図ることができますし、こ

の事業の普及にも貢献できると考えました。さらに、全社員が一丸となって

こうした取り組みをすることによって、もう一度、初心に戻って仕事に励むこ

とができれば、それに越したことはありません。そのいい機会だと捉えてい

ました。

　ただし、実際に取得に向けて動き出してみると、新たな発見もありまし

た。それは、日々の仕事の中で、社員全員による情報共有ができていなかっ

たことです。弊社はそれほど大きな規模で事業を展開している企業ではあ

りません。そのため、エビデンスを残すよりも、口頭での報告が中心となっ

ていました。しかし、優良派遣事業者認定の項目では、文字やデータによっ

て記録を残していくことが求められています。

　実は、エビデンスを残すことや情報共有の部分で課題があることは分

かっていながら、初年度から見切り発車のような形で挑戦しましたが、やは

り準備不足は否めず、辞退することにしました。そのため、２年目は課題も

はっきりと分かったので、業務全般を見直しながら、しっかりと準備を進め

ることができました。

優良派遣事業者認定を受けるための取り組みによって
全社員が一丸となった

　営業担当者は現場にも出て循環視察をしています。その際にも問題は発

生するのですが、ほとんどその場その場で解決していたので、それっきりに

してしまい、記録を残したりデータベースによって管理するようなことはし

ていませんでした。今回の認定取得をきっかけに、データ化を進めることに

しましたが、一つひとつ記憶を呼び起こしていく必要があり、かなり大変な

作業となりました。

　しかし、これがエビデンスを残す意義を感じるいい機会になったと思い

ます。どこの現場でも同じような問題は起きているはずですが、その対処

の仕方が各現場で違うことになると、後々、トラブルとなることも考えられ

ます。すべての現場で責任者が同じ対処の仕方をすることが理想ですし、

エビデンスを残すことによって、問題が起こる前に対処することもできるは

ずです。マニュアルを作成していくうえでも、エビデンスを残していくことは

重要だと感じました。

エビデンスを残すことは問題の再発防止にもつながる
その重要性に気づいた

　この優良派遣事業者認定に向けて、私たちは３人でチームを結成。事業

体担当、キャリア形成とフォローアップの担当、派遣先企業の担当に役割を

分担しました。その中でも、キャリア形成とフォローアップは審査項目が最

も多いので、大変苦労しました。

　その中で、弊社の取り組みとして間違っていなかったと感じたものもあり
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　弊社は売上高が10億円にも満たない企業です。しかし、この優良派遣

事業者認定は決して大企業にしか取得できないものではありません。企業

努力を欠かさずに、向上心を持って取り組んでいれば、小規模な経営でも

取得できるはずです。又、社員が目標を持って取り組むことによって、

チームワークも生まれてきますし、中小規模の派遣会社ほど取得に対して

前向きになっていただければ、業界の発展にもつながると感じています。

　審査を受けるには、82項目をクリアしなければならないので、かなり大

変な作業です。しかし、一つひとつをしっかり読み込んで理解していけば取

得は難しいものではありません。ただし、個人の力でどうにかなるものでは

ないので、会社が一丸となって取り組むべきだと思います。

小規模な経営であっても向上心を持って取り組めば
優良派遣事業者の認定は取得することができる

　弊社も認定を受けたからといって、そこに胡坐をかいていているわけに

はいきません。弊社は優良派遣事業者と認められているわけですから、そ

の名に恥じぬような取り組みをしていかなければいけないと肝に銘じてい

ます。

　また、弊社ではハイブリッド派遣として常駐社員が７名ほど派遣先で就

生きていくうえで仕事は重要
山梨県で生まれた企業として人の地産地生に取り組む

　審査項目の中にある４番目の「派遣先へのサービス提供に関する基準」

については、これまで派遣先企業の皆様もこの基準に関してはあまり認識

されていなかったようです。そこで、何度も派遣先企業に出向き、この基準

に関して説明をさせてもらいましたが、かえって派遣先企業からは、丁寧に

説明してもらったと感謝されました。

　課題と感じたのは、研修についてです。優良派遣事業者認定を受けるた

めには、法律で義務付けられている年間８時間以上のキャリアアップ研修

を行わなければなりません。しかし、弊社では就業前の心得や安全教育な

どについては、ＤＶＤで確認する研修は行っていましたが、キャリアアップ

に対する研修というものを経験したことがなかったのです。その教育をど

のようにしていくか戸惑いはありました。

　そこで、弊社が以前、山梨県から委託されて開催した就職支援セミナー

で講師を務めてくださったキャリアカウンセラーの先生に相談。すると、弊

社でのキャリアップ研修に協力してくださることになりました。その先生を

講師に招いて、昨年11月に約140名の皆さんに参加してもらい、初めて

キャリアアップ研修を開催。研修内容としては、コミュニケーション能力を

高めるための講座です。製造業の就業者は機械を相手にしたり、一人で仕

事をするケースが多いこともあり、コミュニケーションを取る機会も少なく

なりがちです。しかし、参加した受講者からは、「この研修を受けたおかげ

で、他のスタッフの皆さんとコミュニケーションを取ることができるように

なりました」と言われ、成果があったと実感しました。

大きな課題となったキャリアアップ研修
思考錯誤して開催したコミュニケーション講座

引き合いも増えてきています。この人手不足の時代ですし、そのオーダーに

対応するのは難しいことではありますが、クライアントの期待に応えるため

にも、全社員が一生懸命になって頑張っています。

　又、これは山梨県の労働局の方に伺った話ですが、「山梨県内に優良派遣

事業者認定を受けている企業はありますか？」といった問い合わせも来て

いるようです。この事業の認知度が上がるとともに、弊社の認知度も上がる

のではないかと期待しています。

　弊社では山梨県内でテレビＣＭを流していますが、その最後のシーンにも

山梨県で初めて優良派遣事業者認定を受けたことをＰＲしています。そのＣ

Ｍを見たクライアント先の社員にも好評でしたし、応募してくる求職者にも

好印象を持ってもらっています。

　他にも、求人広告や会社案内にも優良派遣事業者認定マークを掲載して

いますし、本社の看板にも目立つところに展示させてもらいました。さらに、

認定マークを入れた名刺を作成しましたが、その名刺を持って営業に行く

と、「このマークは何ですか？」と聞かれることが度々あります。その際に、優

良派遣事業者認定を受けた企業だけがこのマークを使用できることを説

明すると、「御社は他の派遣会社とは違うんですね」と評価いただきました。

　優良派遣事業者認定の知らせを受けた際には、これまでの苦労が報わ

れた思いでした。そして、何より社長が最も喜んでくださったので、こちらも

嬉しさが募りました。

　今回、優良派遣事業者認定を取得することができたのは、社員が一丸と

なって取り組んだからです。以前と比較しても、社内のチームワークが上昇

したことは間違いありません。おかげさまで、新規のクライアントもからの

新規のクライアントも増加
山梨県内のテレビＣＭにも優良派遣事業者認定をＰＲ

業させてもらっていますが、その社員たちにも優良派遣事業者という重み

を感じてもらい、スタッフに接するようにと伝えています。３年後には更新

も控えていますし、向上心を持ってさらなる良質なサービスを提供してい

けるように努めたいと思います。

　弊社は山梨県で生まれた企業として、人の地産地生に取り組んできまし

た。この地に生まれて、生きていくうえで仕事は重要なものです。その支援

に弊社が携わっていくことが目標でもあります。今後は今まで以上に山梨

県に貢献し、雇用の創出に深く携わっていきたいです。
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■ 本社所在地：〒141-0022 東京都品川区東五反田1-11-15　電波ビル6F

ＵＴエイム株式会社

優良派遣事業者認定年度　平成28年度

事業内容▶製造アウトソーシングサービス事業
拠点▶全国38拠点
資本金▶５億円
 ●労働者派遣事業「（派）13-300427」

●有料職業紹介事業許可番号「13-ユ-301531」事業許可番号▶3
中期経営計画を実現するために
優良派遣事業者の認定は必然だった

CASE.

POINT

1 　キャリア開発に力を入れてきた同社に

とって、優良派遣事業者認定は中期経営

計画を実現するために必要なものであり、当初から取得

が目的ではなかった。

取得が目的ではない POINT

2 　優良派遣事業者認定取得はキャリア開

発に必要だと社長が決めたことであった

が、派遣スタッフの教育に注力していた現場も、キャリア

教育に関心があったことを知った。

現場の声を知る

POINT

3 　派遣スタッフの賃金をアップしていくた

めには、派遣先企業の評価も必要。派遣

元と派遣先が協力することによって、適正な評価をするこ

とができるようになる。

派遣先企業の協力を得る POINT

4 　優良派遣事業者認定を受けたからと

いって、それで終わりにしてはいけない。

この制度の意義を浸透させてこそ、取得した意味がある。

全社員に浸透させる
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　この優良派遣事業者認定制度については、始まった当時から知っていま

した。しかし、弊社の勉強不足もありますが、単に派遣企業としての書類の

整備などに重点を置いた制度だと思い込んでいたのです。もちろん、それ

も重要ではありますが、当時弊社はキャリア開発に力を入れていた時期で

した。また、派遣よりも請負に重きを置いていたため、派遣に対して視点を

向けることに後れを取っていたのです。そのため、取得に対して前向きな対

応をしていなかったという経緯があります。

　しかし、2015年に労働者派遣法が改正された際、改めてこの優良派遣

事業者認定制度について詳しく調べたところ、キャリアアップの仕組みに

ついても重要視していることを知り、弊社にとってもメリットがあるものだ

と気づきました。というのも、そもそも派遣スタッフのキャリア支援に注力

していましたし、それに加えて弊社では５ヵ年の中期経営計画を立ててお

り、その中で派遣スタッフの平均年収20％アップを目標に定めていたから

です。

　求職者に弊社を利用してもらうためには、「安心」、「つながり」、「成長」の３

つが重要だと考えます。「安心」とは無期雇用であったり、労働環境が充実

していることです。「つながり」とはコミュニケーションを図って、将来のキャ

リアデザインを描くキャリアコンサルティングのことを指します。「成長」と

は教育訓練を施して、派遣スタッフが自ら稼ぐ力をつけることです。これら

は、派遣スタッフの平均年収を20％アップさせるためには、欠かせないも

のだと考えています。優良派遣事業者認定基準には、これらの内容も含ま

れていますので、中期経営計画を実現していくためには、認定を取得してそ

れを実践している企業であることを発信していく必要がありますし、求職

者にも信頼と安心を与えることになるはずです。そのため、弊社としてはあ

くまでも優良派遣事業者認定を取得することが目的ではなく、その先にあ

る中期経営計画を実現していくことを見据え、必要なツールだと捉えてい

ました。

労働者派遣法の改正で
優良派遣事業者認定の必要性を知った

CASE.3▶ＵＴエイム株式会社

　この優良派遣事業者認定取得に向けて、弊社では昨年９月１日に社長が

自ら先頭に立って本社から15名、各事業所からも70名召集し、プロジェク

トチームを発足しました。社長がリーダーシップを取った意味は、自ら旗振

りをすることで、このことの重要性を強いメッセージとして発信し、全社で

取組む姿勢を示すこと、そして短期間で体制構築を図るために早い意思決

定が必要だと考えたからです。

　意外なことに、トップが決めたことではあったものの、現場を管理するス

タッフからも、「派遣社員に対するキャリア形成支援には以前から関心が深

くあった、是非取り組みたい」という声が多く寄せられました。派遣事業とい

うと単純に派遣スタッフの数を増やすことに捉われがちですが、労働人口

が減少する中では、派遣スタッフのキャリアアップが戦力になり、本人もそ

れにより給与を上げる、"キャリアアップする社員を増やす"この形が本質

だと社員も考えだしていたということです。

　今では、これを実現するため、管理スタッフがより多くの時間を派遣社員

のキャリア形成支援に費やせるよう、業務の生産性向上を目的とした専門

部署を立ち上げ日々改善を図っています。これにより、弊社の管理スタッフ

のメイン業務は"キャリア形成支援"となっています。

現場を管理するスタッフからも
キャリア形成支援には以前から関心があったという声が寄せられた
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　優良派遣事業者認定を受けて、ホームページや名刺に認定マークを入れ

ています。他にも、ＵＴグループとしてプレスリリースを出しました。現在は新

しいパンフレットを作成中ですが、そこに優良派遣事業者認定制度につい

て説明を入れ、弊社が取得した意義も掲載する予定です。

　認定を取得したことによって、社内の士気も上がっていますし、社員が自

信を持って仕事に励むことができるようになったと感じています。しかし、

取得することが大事なわけではなく、その精神に則って仕事をしていくこと

が重要ですし、全社員に浸透させなければなりません。優良派遣事業者認

定を取得したからには、本社から各事業所の現場まで、その心構えを持っ

て仕事に取り組んでいきたいと思います。

認定を受けることが大事なのではなく
それに則って仕事をすることが重要となる

　現在、優良派遣事業者認定を受けようと準備を進めている企業もあると

思いますが、弊社の経験から助言するならば、それは派遣スタッフの視点

で本質を見て経営をすることが重要だということです。その軸さえしっかり

していれば、あとはエビデンスを整えるだけと言っても過言ではありませ

ん。

　企業は経営者の思いつきで動いているわけではなく、マネジメントシス

テムがあって運営をしていくものです。事業の規模が大きくなればなるほ

ど、その仕組みは必要となってきます。この優良派遣事業者認定を受ける

ということは、マネジメントシステムに必要なツールの一つだと思います。

ただ単に取得を目的とするのではなく、優良派遣事業者認定制度を利用し

て、仕組みを組み立てることが重要ではないでしょうか。　

　又、弊社では審査を受けるために書類の準備を進めていきましたが、そ

の際に表面上だけではなく、実態が伴わなければ意味がないことを強く感

じました。優良派遣事業者認定を取得するために、求められていることはた

くさんあります。それを書類上でクリアするのではなく、現場レベルですり

合わせていくことが大切です。

　そして、派遣先企業や求職者の皆様には、優良派遣事業者として認定さ

れている企業は、単に法律を遵守しているだけではなく、派遣スタッフのた

めに努力をしている企業であるとご理解いただきたいです。派遣業界も人

手不足であり、企業の真価がより問われています。この優良派遣事業者認

定制度がさらに認知されれば、派遣スタッフのキャリア形成支援にも役立

つはずです。弊社としても、派遣先企業や求職者に優良派遣事業者認定制

度に対する理解を深めてもらえるように努めていきたいと思います。

優良派遣事業者認定は
マネジメントシステムに必要なツールの一つ

　最初に、プロジェクトチームが集まって優良派遣事業者認定のチェック

項目を見渡したところ、総論としては考え方や思想は弊社と同じだったの

で問題ないという意見で一致しました。一方で、各論ベースで見ていくと、不

十分な点もあったのは事実です。そこで、事業体については経営基盤部門

が担当、キャリア形成とフォローアップはキャリア開発部門が担当するな

ど、チェック項目ごとに担当を分けました。そして、現状の課題を全員で洗

い出してリスト化し、問題点を共有。毎週、会議を開いて課題を解決してい

きました。

　又、チェック項目の中には、担当部署によって解釈が分かれるものもあり

ます。難しい文言で書かれている内容もありますし、角度を変えれば、別の

解釈ができることもあるので、会議では解釈を弊社として統一するために

議論を交わしました。

　準備を進めていて難しいと感じたのは、派遣先の理解を得ることです。

これは、派遣先企業に問題があるということではありません。例えば、

チェック項目には「派遣社員の就業評価を勘案し、派遣社員の賃金等の見

直しの機会を設けていること」というものがあります。これについては、派

遣先によっても評価は違いますので、すべて同じというわけにはいきませ

ん。弊社では派遣スタッフを評価する仕組みを作ってはいましたが、その精

度をさらに上げる必要がありました。ただし、仕組みがあったとしても、それ

が現場レベルで運用されていなければ、意味がありません。それには、派遣

先の協力が必要だったのです。弊社の場合は取引している企業が500社

ほどありますので、すべての企業に理解を得ていくには、大変時間がかかっ

てしまいます。

　そこで、社長が自ら企業を訪問することに加えて、社長名の文書を各事

業所の責任者に配布しました。そこには、「派遣というのは、雇用した派遣元

と実際に働く派遣先で一緒に労働環境を整え、派遣スタッフを成長させて

いくものであり、そのためにご協力いただきたい」という内容をしたためま

した。各事業所の責任者には、その文書を持参して派遣先企業に出向いて

もらったのです。そうすることによって、徐々に派遣先企業からも理解を得

ることができました。

総論では問題ないも
各論ベースでは不十分な点もあった

　訪問審査の前には、チェック項目を見てロールプレイングのような形で

最終確認をしました。それは、説明をする人によって、回答が変わってしまう

ことを避けるためです。また、弊社は本社でも現場でもマニュアルは紙ベー

スで揃えていることもあり、資料はすべて紙ベースで提示しました。これは、

労働局の監査が入った場合、紙ベースでの提出が義務付けられていること

や、製造業への派遣業務ということもあって、企業文化として紙ベースで資

料を揃えることが根付いていたのかもしれません。他の企業がどのような

形で資料の提出をされていたのかも分からなかったですし、アナログ過ぎ

たことが審査員の印象を左右してしまったかもしれないと、少し心配には

なりましたが、現状で準備してきたことはしっかりと説明はできたので、満

足感はありました。

　ただし、弊社は約12,000人の派遣スタッフを抱えている企業です。認

定の取得に失敗するわけにはいかないというプレッシャーは感じていまし

た。認定を受けたと知った際には、これまで弊社が行ってきたことに間違い

がなかったという思いになり、安心したと同時に、このプロジェクトに携

わった社員はもちろん、全社員が協力をしてくれたので、その頑張りに報い

ることができたと感じました。

約12,000人の派遣スタッフを抱えている企業として
失敗は許されないプレッシャーを感じていた

CASE.3▶ＵＴエイム株式会社
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■ 本社所在地：〒104-0033 東京都中央区新川1-11-11 東京冷凍新川ビル 4F

株式会社ワット・コンサルティング

優良派遣事業者認定年度　平成28年度

事業内容▶技術及び技術力の提供、付帯する一切の業務
拠点▶全国10拠点
資本金▶5,000万円
 ●労働者派遣事業許可番号「派13-304593」

●有料職業紹介事業許可番号「13-ユ-304267」事業許可番号▶4
親会社からの勧めをきっかけに
現場主導で優良派遣事業者認定に取り組んだ

CASE.

POINT

1 　親会社からの勧めをきっかけに優良派

遣事業者認定を受けることになった同社。

管理部門ではなく、建設事業部の３人が中心となり、現場

主導で取得に向けて動き出した。

現場主導で取得 POINT

2 　建設事業部が主導していたため、管理

部門からは財務や経理の情報を提供して

もらったが、専門知識が乏しかったため、一から勉強する

こともあった。

管理部門無しで取得

POINT

3 　これまで、新入社員研修などは定期的

に行っていたが、内容の把握については

口頭での確認のみだった。そこで、書類で提出してもらっ

たり、テストをすることによって、研修の充実を図った。

育成力に磨きをかける POINT

4 　優良派遣事業者認定を受けるにあた

り、これまでの賃金体系の見直しを図っ

た。又、各拠点で現場任せになっていた教育を、社内で統

一したマニュアルで行うようになった。

賃金均衡・営業育成

14 15

　弊社が優良派遣事業者認定に取り組んだのは、一昨年のことでした。親

会社である株式会社ウイルテックから勧められたことがきっかけです。し

かし、そのときは、申請の１週間前。さすがに、それでは準備期間が足りない

こともあり、１年後の取得を目指すことになりました。

　最初に審査項目のリストを見た時には、かなり綿密な準備を進めなけれ

ばいけないと思いました。というのも、法的なことや派遣スタッフへのフォ

ローまでたくさんの項目があったからです。これは、１人の力ではとてもで

きるものではありません。そこで、建設事業部の私たち３人が中心となっ

て取り組むことになりました。

　確かに、当初は審査項目の数に圧倒されてしまいましたが、会社として

取得をすると決めたからには、そこに向かって努力するしかありません。た

だ、通常業務と並行して認定取得の準備を進めなければならないため、＋

αの仕事を任されることになりますので、負担は大きくなりました。

　又、エビデンスの部分については、審査項目と照らし合わせて、中身を見

直す必要があると感じました。それまで、部署間で情報の共有はしていま

したが、エビデンスとして残すところまでは、落とし込んでいなかったので

す。ですから、問題が生じた場合は、一つひとつ丁寧にデータを残していく

ことを徹底していきました。

親会社からの勧めで１年後の取得を目指して始動
準備を開始した直後は審査項目の数に圧倒された

CASE.4▶株式会社ワット・コンサルティング

　事業体に関する部門では、担当者が管理部門に籍を置いているわけで

はなかったので、それに関する資料を出してもらうために調整をしました

が、難しい部分もありました。

　例えば、データサーバーの保全体制がどうなっているのかをしっかりと

説明しなければならなかったのですが、システム部門に問い合わせたとこ

ろ、出された資料には専門用語が羅列されていました。もちろん、システム

の専門家であれば分かるのかもしれませんが、素人では簡単には理解でき

ません。かといって、システム部門の人たちからすると、素人に対して噛み砕

いて説明をするのも難しいとのことでした。私たちが理解していなければ、

訪問審査に訪れた審査員に説明をすることはできません。そうしたことに

は苦労しました。

　他にも、管理部門の財務や経理についても資料を提供してもらいました

が、やはり私たちの専門分野ではないので、勉強することも多々ありまし

た。ただ、他の部署の皆さんも積極的に協力してくれたので、何とか乗り切

ることができたと思います。

管理部門との調整に苦慮
システムや財務・経理など勉強することも多々あった
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　優良派遣事業者の認定を受けるということは、82項目をすべてクリアし

ているということです。そのおかげでクライアントからの信用や信頼は深

まったと感じています。実は過去に、既存のクライアントから「優良派遣事

業者認定を取得しないのですか？」というご質問をいただいたこともあり

ました。そうした方々には、今回取得の報告をさせてもらいました。一方、新

規のお客様に対しては、全国に168社しかない優良派遣事業者の認定を

受けている企業であることが、大きなアピール材料となっています。

 他にも今年、新入社員のオリエンテーションをしましたが、会社概要を説

明する際に、優良派遣事業者の認定を受けたというスライドを加えました。

そうすることで、新入社員の皆さんも自信を持って仕事に励むことができ

るようになると感じています。

　さらに、求職者に対する訴求も強くなりました。弊社ではホームページに

新着情報として「株式会社ワット・コンサルティングは、優良派遣事業者と

して認定されました」と掲載していますし、会社情報にも優良派遣事業者

と記載しています。応募者の多くはホームページを見ていると思いますの

で、安心感を持っていただけるはずです。また、社員の名刺にも認定マーク

を入れていますし、各拠点の入り口に認定書の写しを展示しました。来社さ

れるお客様に対しては、インパクトがあると思います。

優良派遣事業者認定は営業先でも
大きなアピール材料になる

　多くの企業が優良派遣事業者の認定を受けることによって、派遣業界のイ

メージも向上していくとのではないかと感じています。また、営業の立場からす

れば、クライアントに対しての営業ツールになることは間違いありません。是

非、他の企業の皆様にも取得を勧めたいと思います。

　優良派遣事業者の認定を受けて、社内の意識も大きく変わりました。例え

ば、エビデンスを残す方法について、社員から質問を受けることがあります。そ

れは、認定取得の取り組みをする前にはなかったことです。

　これまでも手を抜いてきたわけではありませんが、どこかで「そこまでやらな

くてもいいかもしれない」と思っていた部分はあった気がします。しかし、この優

良派遣事業者の認定を受けるために準備を進めたことによって、もう一度、社

員一人ひとりが自分の仕事を見つめ直し、改善できるところは改善していこう

という意識を持つことができたと思います。

　今回、優良派遣事業者の認定を受けることができましたが、それに満足せず

業務向上につなげていきたいです。例えば、マニュアルなどは一度、制作してし

まうと、なかなか改良する機会がありません。優良派遣事業者認定の準備を進

めるにあたって、マニュアルを見直す機会をいただきました。弊社は全国展開

をしており、営業員の教育は各拠点の責任者が担当します。これまでも、マニュ

アルは存在していましたが、現場の裁量に任されていたことは否めません。今

後は、業務品質の均一化と向上を図るためにも、マニュアルを重視してさらに

改良を重ねていきたいと考えています。

社員一人ひとりが自分の仕事を
見つめ直し改善していく意識を持てた

　この優良派遣事業者認定の準備を進めることによって、得られた効果も

ありました。それは、社員の一人ひとりが通常業務を見直すことができたこ

とです。その中で、営業部門に関して言えば、営業マニュアルの再整備で

す。これまでもマニュアルは存在していましたが、それをさらに営業実務に

沿ったマニュアルに変えていく必要があることが分かりました。そうした課

題が見つかったことはありがたいと捉えています。

　さらに、改めて規定やマニュアルを読み直すと、規定はしっかりとできて

いましたが、それを正確にマニュアル化できていたかというと、課題もあっ

たのは事実です。それは今後も、こちらから働き掛けて、改善していかなけ

ればいけないと思います。

　又、研修についても課題が見つかりました。実際に研修を受けた人たち

がどれだけ理解が出来たのかについて、確認したエビデンスを残すことが

重要だと感じたことです。もちろん、研修の際には必ず確認をしていました

が、それは口頭での確認であり、書類で確認をしたり、テストをしていたわ

けではありませんでした。感想を書かせたり、確認テストをすることによっ

て、研修を受けた人たちの習得度を測ることができますし、エビデンスを

残すこともできるので、今後は徹底していきたいと考えています。

　審査項目の中には、賃金水準についても明記されていました。これは、派

遣先企業の正社員と同等程度の賃金設定をする必要があるというもので

す。これまで、弊社では年齢やキャリア、スキルに応じて賃金の水準を決め

ていましたが、情報が不足しており、同業他社の基準やマスコミで報道さ

れている記事などを見て、弊社と比較するなどの手段を講じていました。し

かし、それは必ずしも派遣先企業の正社員が得ている賃金とリンクするも

のではなかったのです。

　今回、優良派遣事業者認定を受けるにあたり、詳しく情報を集めたとこ

ろ、以前よりもかなり詳しい情報が見つかったため、見直しを図りました。弊

社が他社と比べて賃金水準で大きく劣っているわけではありません。ただ

し、賃金体系を見直すには就業規則なども関係してきます。見直しや、改定

等に関連して、多くの調整が必要になりました。そうしたことも、準備を重ね

ていくにつれて気づいた点と言えるかもしれません。

浮き彫りなってくる課題の数々
社員一人ひとりが通常業務を見直すことができた

　実際に訪問審査の当日になって、気づくこともありました。それは、チェッ

クシートの項目の中で、「説明をする」と書かれているものがあったのです

が、私たちは口頭で説明すればいいと捉えていたのです。しかし、審査員か

らは「説明をするということは、資料を提示して説明してもらわなければな

りません」と言われてしまいました。すぐに資料を揃えて提示し説明しまし

たが、準備不足があったことは反省材料として残っています。

　又、私たちはこうした審査には不慣れであったこともありますし、緊張も

していたので、なかなか上手に説明をすることができなかったのですが、ひ

とつ一つ丁寧に説明していくことで何とか終えたという感じでした。

　昨年度末に優良派遣事業者認定の知らせを聞いた時には、安心しまし

た。というのも、弊社では最善の努力を重ねて準備してきましたので、これ

で合格できなければ、取得できる企業はないのではないかというくらいの

気持ちでいたからです。

　ただし、私たちが中心となって準備を進めてきましたが、全社員が協力を

してくれたおかげだと感じています。社内の協力体制が整っていなければ、

優良派遣事業者認定を受けること難しかったはずです。協力してくださっ

た皆さんには、感謝しかありません。

「説明をする」というのは資料を提示して説明すること
訪問審査当日になって気づいたこともあった

CASE.4▶株式会社ワット・コンサルティング

株式会社グロップ
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訪問審査当日になって気づいたこともあった

CASE.4▶株式会社ワット・コンサルティング
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認定取得を目指す目的は、何でしょうか？認定を受けた企業の多数が「自社のブランディング・競争力強化」といった差別化ポイン

トを第1に考えています。又、認定取得を通じて、社内意識改革・業務体制の見直し等も目的の一つとしている企業が多いのも特徴

です。自社でも認定取得を進める際、「何を目的とするのか」を最初に考えてみましょう。

認定取得をすると、どのようなメリットがあるのでしょうか？ 認定を受けた企業の多数が、メリットがあったと回答しています。

又、メリットの内容は、「社内の意識改革や業務体制の強化見直し」が最も多く、前述の目的が取得したことで達成されているとい

えます。

VOICE ▶ 認定事業者の声

VOICE認定事業者の

認定取得の目的は？ 平成28年度認定事業者アンケートより
（人材サービス産業協議会調べ）

生の声 「派遣先からの好印象を持たれる」といった感覚的なことに加え、
「入札参加できた」などビジネスチャンスにつながった企業もあります。

★認定事業者でなければ参加できない入札に参加できた。
★社内業務の見直しが出来た
★社内のコンプライアンス意識が多少あがった、又、業務実施体制がやや改善した
★マスコミからの問い合わせがやや増えた。
★マークがあると取引先の印象が良くなる傾向です

自社のブランディング強化のため

競争力の強化のため

社内の意識改革や業務体制の見直等のため

親会社からの指示や要請があったから

取引先からの指示や要請があったから

0 20 40 60 80 100（％）

派遣業界の健全化のために
必要であると思ったから

94.4%

75.0%

72.2%

36.1%

11.1%

2.8%　　　

認定取得のメリットは？ 平成26・27年度認定事業者アンケートより
（人材サービス産業協議会調べ）

社内の意識改革や業務体制の見直しになった

取引先からの評価・満足度が向上した

自社のブランディング強化につながった

競争力の強化につながった

新たな取引先が増えた

派遣社員の満足度が向上した

派遣社員の登録や採用が増えた

親会社からの評価が向上した

内勤社員の採用希望者が増えた

0 20 40 60 80 100（％）

90.1%
56.8%
54.1%
30.6%

21.6%
21.6%

15.3% 
11.7%
10.8%

90.2%

9.8%

■メリットがあった
■メリットはなかった

声

■御社は認定を取得してメリットはありましたか？

■具体的にどのようなメリットがありましたか。（複数回答可）
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■具体的にどのようなメリットがありましたか。（複数回答可）
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VOICE ▶ 認定事業者の声

審査に必要なエビデンス類の準備

審査項目の理解・解釈

基準を満たすための体制の整備

社内・経営者の理解・協力

制度に関する情報の入手

担当する人員の確保

費用

0 20 40 60 80 100（％）

91.7%

83.3%

38.9%

27.8%

13.9%

13.9%

2.8%

人数規模は、各社の事業規模や認定基準のクリア状況によりますが、数を増やすよりも、上記の組織・体制にもあるように認定基準の項目
をすべて網羅できる担当者を多様な部署から招集することが重要です。

平成28年度認定事業者の担当人数実績
最小１名 ・ 最大14名 ・ 平均5名

申請準備は、人数規模は、数の多さよりも機能に合った人の配置

既存の部署が中心となり、
複数部署で対応した

既存の1つの部署が全て対応した

新たに専門の部署を設けて、
そこが中心となって複数部署で対応した

新たに専門の部署を設けて、
そこが全て行った

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）

77.8%

11.1%

5.6%

2.8%

認定取得を目指すには、どれくらいの準備期間が必要なのでしょうか？

ほとんどの企業が、1年程度の期間をかけて取得しています。申請までにかかった期間の差は、事業の規模や現状での認定基準の

クリアの状況により大きく変化します。

１年以上

６か月以上１年未満

３ヶ月以上６か月未満

１か月以上３ヶ月未満

１ヶ月未満

27.8%

33.3%

27.8%

8.3%

2.8%
0 5 10 15 20 25 30 35（％）

申請までの準備にかかる時間は？ 平成28年度認定事業者アンケートより
（人材サービス産業協議会調べ）

多くの企業が、既存の部署を中心として取り組んでいます。新たな組織を作るより、実務担当の既存組織複数が兼務として担当す

る事で、準備と現場の調整等がよりスムーズに進むのでしょう。

申請準備は、どのような体制でやるの？

「審査に必要なエビデンス類の準備」と「審査項目の理解・解釈」が最も多いです。まずエビデンス準備はボリュームが多くなるた

め、何を準備するのか？を明確にすること需要です。そのためには、審査項目の理解・解釈に誤認があってはいけません。項目につ

いては、説明会や相談会・相談窓口を活用して、正しく理解するように努めましょう。

認定取得に向けての準備で大変なことは？
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VOICE ▶ 認定事業者の声

全部で81項目ある認定基準の中で、認定事業者は、どの項目をクリアするのが困難だったのでしょうか。アンケートで
回答が多かった項目（本年度の認定基準番号で記載）の大変だったポイントをまとめてみました。項目の難易度は、企
業によって異なりますが、準備の参考にして下さい。

No.9 非常時に内勤社員・派遣社員も安否確認が可能な社内体制を有している

エビデンス例：チェック項目1「経営方針等を社内啓発・発信ならびに社外公開していること」
社内報や顧客向け広報機関紙・新聞などで、経営者が経営方針等語っている記事等、社員総会
や講演会で経営者が経営方針等を語っている動画や、社内イントラネット掲載画面事業所内の
掲示、派遣社員手帳等への掲載、朝礼で経営方針を唱和している

▶大変POINT そもそも確認体制を一から構築するのが大変だった。訓練やテストの実施・結果収集の業務負荷

No.11 業務の適正を確保するための社内規定・マニュアル等を策定し、運用している

▶大変POINT 系統だてた社内の業務マニュアル・規定策定の手間。現場の理解。運用（品質と効率のバランス）

過去3年間の優良派遣認定審査で、ＮＧとなった項目とその内容の一例です。
項目の難易度は、企業によって異なりますが、準備の参考にして下さい。

No.9 非常時に内勤社員・派遣社員も安否確認が可能な社内体制を有している

▶NG POINT 安否確認システムを導入しているが、そもそも使っていない・テストも未実施だった為
安否確認が可能な社内体制を有していないと判断

▶NG POINT 過去3年間の取得率が低いままで、改善の為の取組がなされているとは言えないと判断

No.45 派遣社員に対して産前産後休業、育児・介護休業、子の看護休暇制度を周知し、
派遣先の協力を含め取得促進の取組を行っている

No.44 派遣社員に対して、年次有給休暇の取得促進の取組
（周知、年次有給休暇日数の開示、派９遣先への働きかけ等）を行っている

▶NG POINT 周知している内容が、法改正前の古い情報となっていた為、
取得促進の取組を行っているとは言えないと判断

No.49 内勤社員のキャリアコンサルタント資格取得を奨励している

▶大変POINT 制度利用実績を作るのに時間を要する。地方においては講座の数が少なく
奨励しても受講できないことが多くある

No.58 派遣社員等の仕事に役立つ教育研修機会を提供している

▶大変POINT 研修コンテンツ設計が難しかった（派遣社員のニーズ把握・専門職の場合の研修内容設計）

No.62 派遣社員の希望に応じて、派遣先における正社員への転換を推進している

▶大変POINT 自社で無期雇用しても「正社員化」とならない点。無期雇用派遣の派遣先等への
正社員化の働きかけの推進は困難なため実績がほとんど無い

No.63 派遣社員の賃金等の決定に当たって、派遣先社員との賃金水準との均衡を考慮する仕組みがある

▶大変POINT 派遣先の協力を得るのに苦労した（そもそも聞けない、回答してもらえない等）
聞いていたが、記録に残していない。（エビデンスがない）

書類等のコピーや、オフィス、業務自体を見せてもらうことでもエビデンスになります。

■エビデンスの種類（チェック項目によっていずれかを提示しても、複数のものを同時に提示しても構いません）。

エビデンスとは？ どのチェック項目が大変っだった？

審査で落ちたのは、どの項目？

エビデンス種類 内容

① 記録　実績　事例
実施実態を示すものです。派遣社員や派遣先のフォローや苦情処理などは、
いつ誰が何をしたのかが記録されていることが必要です。他に社内監査記
録、教育実 施記録などもこれにあたります。ビデオ映像などでも結構です。

② 規程　文書
社内ルールとして決められ、文書化されたものです。社内規程やマニュアルは
もちろん、個人情報保護規定や BCP、社内 通達文書などがこれにあたります。

③ 実物
実際に配布されたり使用されたもの、広報されたものです。派遣社員の登録時・採用
時に配布されている資料、労働者派遣契約書、労働条件明示書、会社パンフレット、広
報冊子といった書面や、 説明用のビデオなどもエビデンスとして有効です。

④ 実態を整理したもの
財務状況、有給休暇や育児休暇の取得率実績などの説明をする為に、 新たに
作成した資料です。

説明する内容 エビデンス例

ルール、仕組み 業務マニュアル、研修資料とその受講記録など

コミュニケーションの記録 派遣社員、派遣先への訪問記録、営業日報、アンケート結果など

情報公開・周知・広報
WEBサイトやイントラネットなどの画面、社外向けパンフレットや
説明資料、営業資料等など

実施・運用実態
派遣契約書、就業条件明示書等のサンプル、相談等の
記録、行政提出書類の写し、など

算出根拠となった元データ、データ取得元となった帳票・書類
（勤怠データ、休暇取得申請書類のサンプルなど）

年次有給休暇取得率、
育児休業取得率等の数値
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VOICE ▶ 認定事業者の声
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回答が多かった項目（本年度の認定基準番号で記載）の大変だったポイントをまとめてみました。項目の難易度は、企
業によって異なりますが、準備の参考にして下さい。

No.9 非常時に内勤社員・派遣社員も安否確認が可能な社内体制を有している

エビデンス例：チェック項目1「経営方針等を社内啓発・発信ならびに社外公開していること」
社内報や顧客向け広報機関紙・新聞などで、経営者が経営方針等語っている記事等、社員総会
や講演会で経営者が経営方針等を語っている動画や、社内イントラネット掲載画面事業所内の
掲示、派遣社員手帳等への掲載、朝礼で経営方針を唱和している

▶大変POINT そもそも確認体制を一から構築するのが大変だった。訓練やテストの実施・結果収集の業務負荷

No.11 業務の適正を確保するための社内規定・マニュアル等を策定し、運用している

▶大変POINT 系統だてた社内の業務マニュアル・規定策定の手間。現場の理解。運用（品質と効率のバランス）

過去3年間の優良派遣認定審査で、ＮＧとなった項目とその内容の一例です。
項目の難易度は、企業によって異なりますが、準備の参考にして下さい。

No.9 非常時に内勤社員・派遣社員も安否確認が可能な社内体制を有している

▶NG POINT 安否確認システムを導入しているが、そもそも使っていない・テストも未実施だった為
安否確認が可能な社内体制を有していないと判断

▶NG POINT 過去3年間の取得率が低いままで、改善の為の取組がなされているとは言えないと判断

No.45 派遣社員に対して産前産後休業、育児・介護休業、子の看護休暇制度を周知し、
派遣先の協力を含め取得促進の取組を行っている

No.44 派遣社員に対して、年次有給休暇の取得促進の取組
（周知、年次有給休暇日数の開示、派９遣先への働きかけ等）を行っている

▶NG POINT 周知している内容が、法改正前の古い情報となっていた為、
取得促進の取組を行っているとは言えないと判断

No.49 内勤社員のキャリアコンサルタント資格取得を奨励している

▶大変POINT 制度利用実績を作るのに時間を要する。地方においては講座の数が少なく
奨励しても受講できないことが多くある

No.58 派遣社員等の仕事に役立つ教育研修機会を提供している

▶大変POINT 研修コンテンツ設計が難しかった（派遣社員のニーズ把握・専門職の場合の研修内容設計）

No.62 派遣社員の希望に応じて、派遣先における正社員への転換を推進している

▶大変POINT 自社で無期雇用しても「正社員化」とならない点。無期雇用派遣の派遣先等への
正社員化の働きかけの推進は困難なため実績がほとんど無い

No.63 派遣社員の賃金等の決定に当たって、派遣先社員との賃金水準との均衡を考慮する仕組みがある

▶大変POINT 派遣先の協力を得るのに苦労した（そもそも聞けない、回答してもらえない等）
聞いていたが、記録に残していない。（エビデンスがない）

書類等のコピーや、オフィス、業務自体を見せてもらうことでもエビデンスになります。

■エビデンスの種類（チェック項目によっていずれかを提示しても、複数のものを同時に提示しても構いません）。

エビデンスとは？ どのチェック項目が大変っだった？

審査で落ちたのは、どの項目？

エビデンス種類 内容

① 記録　実績　事例
実施実態を示すものです。派遣社員や派遣先のフォローや苦情処理などは、
いつ誰が何をしたのかが記録されていることが必要です。他に社内監査記
録、教育実 施記録などもこれにあたります。ビデオ映像などでも結構です。

② 規程　文書
社内ルールとして決められ、文書化されたものです。社内規程やマニュアルは
もちろん、個人情報保護規定や BCP、社内 通達文書などがこれにあたります。

③ 実物
実際に配布されたり使用されたもの、広報されたものです。派遣社員の登録時・採用
時に配布されている資料、労働者派遣契約書、労働条件明示書、会社パンフレット、広
報冊子といった書面や、 説明用のビデオなどもエビデンスとして有効です。

④ 実態を整理したもの
財務状況、有給休暇や育児休暇の取得率実績などの説明をする為に、 新たに
作成した資料です。

説明する内容 エビデンス例

ルール、仕組み 業務マニュアル、研修資料とその受講記録など

コミュニケーションの記録 派遣社員、派遣先への訪問記録、営業日報、アンケート結果など

情報公開・周知・広報
WEBサイトやイントラネットなどの画面、社外向けパンフレットや
説明資料、営業資料等など

実施・運用実態
派遣契約書、就業条件明示書等のサンプル、相談等の
記録、行政提出書類の写し、など

算出根拠となった元データ、データ取得元となった帳票・書類
（勤怠データ、休暇取得申請書類のサンプルなど）

年次有給休暇取得率、
育児休業取得率等の数値
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いよてつ総合企画株式会社
インテレクト株式会社
株式会社ウイルテック
株式会社エイジェック
株式会社エー・オー・シー
株式会社エー･オー･シー･キャリア
株式会社エス・エス産業
株式会社エスプールヒューマンソリューションズ
株式会社エフエージェイ
株式会社エボルバビジネスサポート
株式会社エム・ケイヒューマンネット
株式会社エムテイアイ
オムロンパーソネル株式会社
株式会社カインズサービス
株式会社カインズスタッフ
キヤノンビズアテンダ株式会社
キャプラン株式会社
キャリアバンク株式会社
株式会社キャリアパワー
株式会社キャリアプラス
株式会社キャリアプランニング
キャリアリンク株式会社
キューアンドエーワークス株式会社
株式会社近鉄コスモス
株式会社クリエアナブキ
株式会社グレイス
株式会社グレースコミュニケーション

株式会社グロップ
株式会社クロップス・クルー
株式会社グロップジョイ
株式会社ケイキャリアパートナーズ
コムシスシェアードサービス株式会社
コムシス東北テクノ株式会社
株式会社サウンズグッド
株式会社サカイクリエート
サンヴァーテックス株式会社
株式会社サンキョウテクノスタッフ
株式会社三幸コーポレーション
サンライフ・クリエイション株式会社
株式会社シークス
株式会社ジェイエスキューブ
株式会社ジェイテック
ジェイネクスト株式会社
株式会社ジェントリー
株式会社シグマスタッフ
ジャスネットコミュニケーションズ株式会社
株式会社ジャパンクリエイト
商船三井キャリアサポート株式会社
株式会社スタッフアイ
株式会社スタッフクリエイト
株式会社スタッフサービス
スミリンビジネスサービス株式会社
スリープロ株式会社
株式会社セゾンパーソナルプラス
株式会社センチュリーアンドカンパニー
株式会社セントメディア
株式会社セントラルサービス
株式会社ゾネシステムズ
損保ジャパン日本興亜キャリアビューロー株式会社
株式会社ダイセキ
株式会社タマディック
株式会社ディンプル
株式会社テクノプロ
株式会社デザインネットワーク
テックビジネスサービス株式会社
テルウェル・ジョブサポート株式会社
テルウェル西日本株式会社
テンプスタッフフォーラム株式会社
株式会社東海道シグマ
株式会社東京海上日動キャリアサービス
東芝ビジネスアンドライフサービス株式会社
東レエンタープライズ株式会社
株式会社トーコー
株式会社トラスト・テック
株式会社日経サービス
日研トータルソーシング株式会社
日総工産株式会社
株式会社ニッソーネット
日本ATMヒューマン・ソリューション株式会社
日本アスペクトコア株式会社
株式会社日本ケイテム
株式会社日本パーソナルビジネス
株式会社日本プレースメントセンター
日本リック株式会社
パーソルR&D株式会社
パーソルテクノロジースタッフ株式会社
パーソルテンプスタッフ株式会社

株式会社博報堂DYキャプコ
パスコ株式会社
株式会社パソナ
株式会社パソナ岡山
株式会社パソナテック
株式会社パソナマーケティング
パティーテック株式会社
パナソニックエクセルスタッフ株式会社
パナソニックエクセルテクノロジー株式会社
株式会社ビー・スタイル
株式会社ピープル
株式会社ビッグアビリティ
ヒューコムエンジニアリング株式会社
株式会社ヒューマンアイズ
株式会社ヒューマン・インベントリー
株式会社ヒューマン・デザイン
ヒューマンリソシア株式会社
株式会社フォーラムジャパン
フジアルテ株式会社
富士通エフサス・クリエ株式会社
株式会社フジワーク
株式会社プログレス
株式会社ベルキャリエール
株式会社マインズ
マンパワーグループ株式会社
株式会社三越伊勢丹ヒューマン・ソリューションズ
株式会社都工業
株式会社メイツ中国
株式会社メイテック
株式会社メイテックキャスト
株式会社メイテックフィルダーズ
株式会社メディカル・プラネット
株式会社メディカルリソース
株式会社安川ビジネススタッフ
株式会社ユニバースクリエイト
株式会社夢真ホールディングス
株式会社夢テクノロジー
横浜ビジネスプロモーション株式会社
ライクスタッフィング株式会社
ランスタッド株式会社
株式会社リクルートスタッフィング
株式会社ロータス
ワークスタッフ株式会社
株式会社ワークスタッフ
株式会社ワークステーション
株式会社ワイズ
株式会社ワイズ関西
株式会社ワット・コンサルティング

（平成29年4月1日現在）168社（平成29年4月1日現在）168社（平成29年4月1日現在）168社
お問い合わせ先
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優良派遣事業者認定制度専用 Webサイト優良派遣事業者認定制度専用 Webサイト

http://yuryohaken.info

運営受託団体 一般社団法人 人材サービス産業協議会
住所：〒105-0004　東京都港区新橋1-18-16日本生命新橋ビル２階
☎03-4571-2810　mail▶yuryohaken@j-hr.or.jp

■平成29年度 審査認定機関

株式会社 ウェルネット
〒160-0022　 
東京都新宿区新宿2-5-12
FORECAST新宿 AVENUE2F

☎03-6380-1512

機関名 住所 電話
審査
機関
番号

01

HP▶http://www.wellnet-jp.com

すばる審査評価機構 株式会社
〒104-0031
東京都中央区京橋 3-12-4
マオビル 9 階

☎03-6264-4814
02

HP▶http://subaru-shk.jp

株式会社 中部評価センター
〒458-0825
愛知県名古屋市緑区左京山 104
加福ビル左京山 1 階

☎052-623-7401
03

HP▶http://www.ric.hi-ho.ne.jp

一般社団法人
日本添乗サービス協会

〒105-0014
東京都港区芝 1-10-11
コスモ金杉橋ビル 6 階

☎03-6435-1548
04

HP▶http://www.tcsa.or.jp

公益社団法人
労務管理教育センター

〒141-0021
東京都品川区上大崎 2-25-2
新目黒東急ビル 6 階

☎03-6417-4597
05

HP▶http://www.roukan.or.jp




